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事門腫大学院の盤置を申筒
本学の開学当時からの懸案であった専門職大学院を「グローパJレ・コミュニケー

ション実践研究科」（定員30名、 修士く専門職〉） として去る6月30日、文部

科学省に設置認可の申請をおこないました。 専門職大学院としては、 法科大学院や

最近の教職大学院が知られていますが、本学のそれはわが国にまだ先例のないユニ

ークな専門職大学院であり、多くの国際レベルの実務家教員を擁して、「英語教育

実践 （Eng I i sh Language Teaching Practices) J「日本語教育実践（Japanese

Language Teaching Practices）「発信力実践（Global Gαrmunication Practice)J 

という3つの領域から成り立っています。「発信力Jの分野には国際報道やメディ

ア論、 ディベート技法、通訳技法などの科目も設けてあります。 この専門職大学院

はグローパル化l二対応すベく、 日本で最初の九月入学の大学院にする予定ですの

で、JI頂聞に設置が認可されれば、 2008年9月のスタートになります。 A I U生

も是非多数挑戦してください 。

教職眼程の股置を申情
専門職大学院の段置認可申請に引き続き、 この7月3日には、本学に教職課程を

設けるための認可申請を文部科学省にたいしておこないました。 関係の教職員、と

くに事務局の関係職員には、双方の書類作りに夜も徹して努力していただき、感謝

しております。

本学の学生諸君のなかには、 その英語力を活かして将来、 英語の教員になりたい

という希望も多かっただけに、学長としても教職課程の段置を強く望んでいたので

すが、設置が認可されれば、20 0 8 （平成20）年度から教職課程がスタートし、

高校英語教員一種免許状取得への道が聞かれます。 本学の厳しい履修体制の中で教

職免許状を四年間のうちに取得するためには、 かなりの努力が必要かと思われます

が、専門職大学院に進学して教職科目を履修すれば、 修士課程修了者に与えられる

英語教員専修免許状の取得も可能になりますので、是非期待して頑張ってくださ

し、。

グローバルヴィレッジの捜工

キャンパスライフをより快適にするための懸案であった宿舎が完成し、 この7月

27日午後4時からオープニング・セレモニーがおこなわれます。 1人部屋1 0 0 

室、 2人部屋92室、 障害者用4室、 ゲストルーム／シングル4室、同／ダブル2

室という構成ですが、 県の配慮もあってすべて秋田杉を使った木造二階建ての瀬酒
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な宿泊施霞は、いかにもこのキャンパスにふさわしく、 この渇をお借りして、関係

各位に御礼申し上げます。グローパJレヴィレッジという命名には学生筒君にも協力

していただきました。当面は留学から帰った学生が優先入居する予定で、すでに3

月末に竣工した半数の宿舎は、春学期から利用されています。

引き続き、 図書館・総合学習センター（仮称） の工事が始まっており（200 8 

年4月峻工予定）、さらに学生会館、新講義棟（いずれも2008年9月竣工予定）

の建段も始まりますので、キャンパス環境は近い将来、さらに大きく改善されるも

のと思います。

教育高生会信第二次鰻告

教育再生会膳の第二次報告 『社会総がかりで教育再生を～公教育再生に向けた更

なる一歩と『教育新時代』のための基盤の再構築～Jが一月下旬の第一次報告発表

以来、合計32固もの総会・分科会の肘鰻を経て、去る6月1自に公表されました。

今回の第二次報告はr地域、 世界に貢献する大学大学院の再生一一徹底した大学・

大学院改革ー一寸との柱のもとに、『大学教育の貨の保鉦Jf国際化・多様化を通じ、

世界から優秀な学生が集まる大学に』「世界トップレベルの教育水準を目指す大学

院教育の改革』『国公私立大学の連機により、地方の大学教宵を充実』『時代や社会

の要請に応える国立大学の更なる改革』という五つの縄雷を含んでいます。具体的

には、総合的、園瞭的な教養教育の重視、セメスター制・G p A制度の導入、単位・

卒業箆定の厳格化、学校教育法施行規則の改正を伴う九月入学の推進、教員の国際

公募・任期制 の拡大による世界トップレペルの教員の採用、海外大学との連機強化

（単位互換やサマースクールの開股）、英語による授業の拡大、 英話のみで卒業可

能な教育プログラムの拡大、 国家戦略としての留学生政策の推進、カリキュラム改

革、大学院への優れた外国人学生の確保と同一大学問一分野出身者の入学を最大限

3割極度にして世界トップレベルの大学院を形成する、 といったきわめて画期的な

提言が含まれています。

教育再生会 醸の提言に基づいて先 の国会では教育関係の3法案が可決されたこ

とに示されますように、 『いまや教育再生は待ったなし（安倍首相）』であり、 今回

の第二次報告の骨子が 去る6月， 9日に安倍内閣最初の 「経済財政改革の基本方針

2007J （いわゆる 『骨太の方針J） にも反映されました。私も同会醸の運営委員

として、また大学・大学院改革のための 『プロジェクトXJの責任あるメンバーと

して全力投球し、 また大いに論争もしましたので、是非今後の展開を見守ってくだ

さい。

それにしても大学・大学院改革の目標のほとんどが、すでにAIUでは関学当初か

ら導入されている事であるのは、 心強い限りです。
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